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設
潟
地
の
払
い
下
げ
は
、
い
ま
、
大

灘
本
省
で
決
裁
中
で
あ
り
、
一
ニ
月
な
、

か
ば
以
前
に
は
、
次
官
決
裁
宇
得

て
、
正
式
に
、
払
い
下
げ
通
知
が
く

る
も
の
と
思5
0
一
一
月
十
日
談
〉
」

と
詰
問
し
て
い
ま
す
。

i
-
z
w
v
昭
和
三
十
七
年

明
日
第
一
一
議
時
治
・
度
一
般
会
露
国

曹
新
市
庁
舎
憩
設
致
地
と
し
そ
、
八
幡
一

一
神
社
北
側
の
富
有
地
の
払
い
下
げ
を
受
一
次
追
加
更
正
予
算
(
一
千
八
百
六
十
六

一
け
る
に
あ
た
り
、
払
い
下
げ
代
金
の
延
一
再
構
)
毒
決
、
と
れ
ぞ
一
般
会
計
~

翌
七
カ
年
分
割
〉
を
認
め
て
も
ら

E
一
の
本
年
度
予
算
額
は
十
一
義
理
署

一
た
培
、
間
一
地
一
方
八
千
七
百
八
十
七
平
一
五
十
九
万
円
、
曹
関
特
別
ヤ
生
計
競
時
間
事

一
方
以
ハ
五
平
六
百
九
十
苫
一
彦
受
払
一
業
費
第
五
次
追
加
箆
記
事
丈
盛
田
宮
一

一
い
下
げ
後
、
大
蔵
省
に
対
し
て
お
採
に
一
十
二
一
月
間
以
摺

U
を
可
決
、
と
れ
で
志
会

後
、
費
の
た
酌
の
確
定
量
宜
供
す
る
と
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
一
新
の
予
算
銭
は
十
量
一
千
豆
百
五
十

壁
画
の
作
成
を
重
っ
て
い
ま
し
一
新
市
喜
豊
富
と
し
て
、
喜
一
一
高
、
曹
特
別
会
計
襲
水
道
事
業

た
。
ζ
の
ほ
ど
、
と
の
計
画
が
で
き
一
払
い
下
げ
申
請
を
行
設
ヲ
て
い
る
前
一
費
追
加
髭
主
予
算
ハ
五
十
九
万
円
楢
)

た
の
で
県
知
事
に
正
式
認
可
を
求
岳
一
穏
八
幡
神
社
北
側
の
醤
有
地
一
万
八
一
を
可
決
、

ζ
れ
で
茸
会
計
の
予
謀
議
は

た
も
の.
ζ
れ
に
つ
い
て
担
当
の
鐘
一
千
七
百
八
十
七
平
方
ぷ
肱
、
大
蔵
省
一
五
千
五
十
一
芳
問
、
軍
照
特
鋭
金
計
都

産
課
は
、
「
市
議
会
が
県
知
事
に
対
一
か
ら
「
}
億
五
千
百
四
十
一
方
宗
門
一
市
計
画
馬
ス
工
業
地
待
造
成
事
業
費
渇

し
て
霊
な
い
誌
の
答
申
を
出
し
一
で
払
い
下
げ
る

8
5

ち
約
四
割
章
一
加
麗
正
予
算
ハ
九
十
一
方
向
穆
蓄

た
の
で
、
大
野
土
地
敬
良
の
換
地
語
一
綿
と
し
、
残
る
九
千
二
百
万
余
円
を
一

一
一
決
、

ζ
れ
で
本
金
お
予
算
額
は
五
千

爵
は
正
式
認
可
を
ま
つ
ば
か
り
と
車
一
七
カ
年
に
分
畿
支
一
世
間
い
・
と

b

て
よ
一

一
、
」
万
円
台
に
本
り
ま
し
た
。
と
の
結
果
、

E
Z
か
く
と
の
告
示
が
あ
る
は
ず
。
一
い
。
と
の
場
合
、
陸
有
財
産
践
の
規
→

認
可
後
は
書
事
務
と
襲
事
務
に
一
定
に
よ
り
、
払
い
下
げ
土
地
道
保
一
平
塚
市
の
一
平
罰
金
会
主
事

は
い
る
こ
と
に
室
。
登
記
に
今
後
一
に
入
れ
て
も
ら
う
」
誌
の
内
雲
豆
、
昭
和
一
一
一
十
左
度
総
体
予
算
額

一
年
々
山
田
い
か
か
ろ

5
0
Z
月
十
五
一
嘗
て
い
ま
す
。
払
い
下
げ
の
見
と
お
一
は
、
四
十
六
億
四
千
九
百
一
一
一
十
六
万
円

白
談
〉
」
と
説
明
し
て
い

r
ま
す
。
一
し
に
つ
い
て
管
財
課
は
、
「
庁
会
麗
一
に
遠
心
ま
し
た
。

く

く
す

市
議
会

銭
時
会

帯
庁
舎
敷
地
払
い
下
ザ
畿
に
担
保

13T努

と
と
し
初
の
市
議
会
磁
臨
同
会
は
二
芳
十
五
日
、
地
方
自
治
象
潟
一

O
一
条
後
援
の
矯
定
に
よ
る
鱗
鍵
の
招
単
調

綴
求
に
よ
っ
て
部
会
、
寧
区
域
密
麗
の
輯
醐
岡
に
対
す
る
答
申
鶏
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た

e

こ
れ
は
、
大
田
町
土
地

敬
島
区
の
換
地
認
可
申
輯
帽
に
か
か
る
も
の
で
、
照
知
事
か
ら
市
の
議
会
に
対
し
、
稼
常
に
と
も
な
い
、
市
議
会

の
意
見
を
求
ゆ
て
き
た
た
岳
、
議

ι響
曲
間
態
の
繁
件
と
し
て
、
市
長
に
、
犠
会
か

b
、
療
時
会
の
招
集
が
韓
間
求
さ

れ
、
間
開
会
し
た
も
の
で
す
.
ま
た
、
続
く
一
一
月
二
十
六
日
、
市
長
は
、
第
「
一
間
一
市
議
会
鰯
時
会
を
招
集
、
一
軍
十

七
年
度
一
般
会
計
鰐
路
次
追
加
昌
国
主
弔
禦
築
な
ど
四
遮
加
盟
正
予
算
を
上
程
し
、
い
ず
れ
も
鼠
索
ど
お
り
可
決

を
み
ま
し
た
。

、
.
J
m町

町
一

輪
朝
国

轍
一
一
離
会
計
に
第
四
次
競

畿
地

純
一
市
議
会
臨
時
会
で
決
定
し
た
お
も
攻
内
一
お
り
る
と
与

L
攻
り
ま
し
た
干

内
U

一
重
次
のι
お
り
で
ナ
。
一
と
の
犬
寧
密
警
よ
え
い
ま
ま
で

一
m
g
i
z
-
-
-
-
E
t
i
-
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軍
大
野
本
地
役
良
一
焔
の
中
竜
ど
を
走
っ
て
い
た
前
記
各

由
…
鋳
一
一
回
臨
時
会
一

出
T
-
-
i
z
i
-
-
2
区
内
の
寧
窓
磁
の
一
大
学
翻
の
境
界
は
、
い
ず
れ
も
改
良

変
麗
に
つ
い
て
、
然
知
事
か
ら
市
議
会
一
喜
志

δ

に
お
か
れ
る
こ
と
に
な

か
官
対
し
て
一
諮
堅
苦
、
と
れ
凶
暴
一
品
ほ
か

4
2

・
中
原
下
宿
・

す
怖
い
む
ね
答
申
す
る

ζ
と
を
決
定
レ
章
一
南
磁
路
援
且
に
あ
っ
た
飛
び
地
は
、

3

一
し
た
。
…
改
良
区
丙
に
駁
担
、
完
全
日
』
解
消
さ

》
幽
と
れ
は
、
市
岡
田
が
、
県
知
事
に
対
し
一
れ
る
こ
と
に
竣
り
ま
し
た
。

て
、
重
点
地
豊
富
霊
喜
一
門
事
事
童
話
大
野
町
当
時

が
で
宮
た
の
で
、
と
れ
に
と
も
な
わ
一

C
沼
紛
一
」
十
八
年
着
工
、
昭
和
苫

2
7

土
地
震
後
の
新
選
そ
の
豊
章
一
五
空
襲
害
し
た
、
需
要

せ
て
、
八
緩
・
四
之
宮
・
葵
ム
十
廟
際
上
一
級
@
+
蕗
改
良
事
業
で
、
と
の
七
年

軍
中
原
下
宿a
開
閉
原
各
事
ゐ
巨
額
に
ま
主
童
ハ
十
四
万
円
の
事
業

容
蓋
百
出
し
た
い
と
の
ム
申
を
室
一
費
壱
号
、
古
一
世
田
玄
十
会
タ

I

舟

っ
た
の
に
対
じ
て
、
れ
幡
、
昭
之
宮
、
真
土
、
中
原
上
宿

中
暖
卜
血
畑
、
積
僚
の
六
宇
に
ま
お
が

る
大
野
地
区
中
心
部
の
様
相
を
一
変

し
た
事
業
。
一
一
一
十
五
年
ヱ
事
潟
了
一

一
市
が
経
営
す
る
国
民
健
康
保
険
は
，

ζ
一
、
は
、
保
険
給
付
の
対
象
と
竜
る
ば
ぁ
~
一
一
一
審
か

b
飢
え
ら
れ
た
け
が
や
病
気

ろ
ば
ぬ
ざ
曹
の
つ
え
e
ι
し
て
、
現
在
一
い
も
あ
る
か
ら
、
所
定
め
学
総
曹
を
よ
島
平
精
療
す
る
と
き
。

加
入
一
万
五
百
世
帯
、
被
保
険
者
凶
万
一
と
る
よ
う
お
す
す
め
し
た
い
。
と
れ
一
④
療
援
中
に
、
医
者
の
指
導
に
し
た
が

墓
由
人
を
か
ぞ
え
ま
す
。
と
の
人
た
ち
一
ら
の
事
凶
器
治
療
に
あ
た
古
て
、
三
わ
本
か
っ
た
む
、
適
切
窓
診
療
を
受

に
と
っ
で
、
函
箆
健
康
保
険
は
、
病
気
一
舎
に
医
者
に
か
か
っ
て
し
ま
い
、
支
元
け
な
か
っ
た
り
し
た
と
き
。

'
や
け
が
を
ま
さ
ナ
ペ
て
利
用
で
一
払
い
の
段
階
に
な
っ
て
、
保
険
義
富
康
診
断
、
予
防
注
射
、
ふ
つ
う
の

制
き
、
し
か
も
、
何
年
夏
そ
の
病
気
一
号
、
使
え
注
い
で
お
臨
む
の
妄
語
芸
護
法
ど
、
病
気
の
た
ぐ
い

が
中
け
が
な
お
る
ま
で
か
か
れ
る
保
険
と
一
見
妥
け
る
が
、
事
前
に
、
間
世
間
同
健
康
ょ
に
は
い
ら
本
い
治
療
。
磁
放
び
を
き

日
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
と
る
が
、
一
保
倹
蘇
給
付
係
へ
ど
栂
談
顧
い
「
摩
れ
い
に
し
た
り
、
前
山
留
に
金
鍾
を
つ

山
と
の
酪
民
一
聾
保
険
も
、
交
通
事
波
及
一
一
一
宮
行
為
お
よ
び
交
通
事
般
に
よ
干
た
り
、
整
形
手
術
水
警
警

日
ど
で
は
使
先
発
ド
混
合
が
あ

E

ま
す
。
一
る
鶴
田
開
局
」
を
お
出
し
い
た
だ
宮
た
一
ど
も

ζ
れ
に
該
当
す
る
。

使
と
の
点
は
あ
ん
が
い
知
ら
れ
て
お
ら
ず
一
い
と
思
う
。
盤
僚
が
使
免
怠
い
こ
と
一

i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
i

躍
と
く
に
最
近
、
数
多
く
君
主
喜
一
に
き
て
い
る
治
療
は
、
次
室
長
?
一

倒
山
疲
な
ど
に
よ
っ
て
よ
れ
が
議
長
で
あ
る
、
一
嬬
人
の
つ
ど
い

綾
つ
つ
あ
る
た
め
、
担
当
の
箇
毘
鍵
擦
傑
一
②
道
路
変
適
法
に
濃
度
し
て
事
放
を
お
一
わ
が
裁
の
儀
厳
づ
〈
り
中
心
に

縛
険
課
で
は
、
あ
ら
た
宅
、
次
の
よ
う
一
と
し
、
け
が
を
し
た
ば
あ
い
を
一
熊
と
量
一
重
県
本
部
の
共
済
て
務

副
理
禄
窓
を
だ
し
ま
し
た
。
一
自
分
の
犯
療
に
鼠
障
が
あ
る
病
気
中
一
十
五
箇
散
界
擦
銭
ヂ

I
記
念
関
連
詩
人

J

門
留
保
藤
の
注
意
凶
次
の
場
合
は
、
一
け
が
を
治
療
す
る
と
意
。
一
の
つ
ど
い
世
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
神
奈
川

国
民
一
億
田
属
探
検
を
使
っ
て
医
者
に
か
一
②
け
ん
か
と
か
、
よ
コ
ば
ら
つ
た
り
し
一
県
議
畳
一
短
大
学
長

φ
「
わ
が
家
の
欝
聴

か
る
こ
と
が
で
吉
な
い
。
し
か
し
、
一
て
、
け
が
中
病
気
に
泣

P

、
と
れ
を
一
づ
く
り
」
と
題
す
る
お
諮
ゃ
、
五
人
の

帯
一
通
事
政
甲

1
つ
ば
ら
い
な
ど
に
よ
一
法
お
す
と
意
。
一
体
験
時
間
襲
攻
ど
を
予
定
。
参
加
自
由
。

五
故
言
、
そ
の
警
に
よ
っ
て
一
富
動
車
に
ひ
か
れ

E

主
《
第
一
草
月
九
日
前
十
時

E
市
内
強
襲
銘

もひ

しも

間
出
民
健
康
保
検

髄
病
屈
け
を
ぜ

D
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広
報
術
連
載
ま
ん
が
の
主
人
公
、
中
野
紫
た
か
氏
の
畿
に
な
る

e

ひ
ら
つ
か
さ
ん
e
に
繁
場
い
た
だ
き
、
北
村
鴻
掃
臨
時
議
と
、
き
ょ

う
か
ら
改
正
し
た
、
長
汲
み
取
り
観
度
由
問
題
策
を
ぬ
き
て

話
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。


